
特
集
・
横
浜
の
緑
と
保
存
⑧

横
浜
の
緑
と
市
民

①
―
郷
土
の
生
物
教
材
を
生
か
し
た
自
然
保
護
教
育

　
　
―
鈴
木
丈
夫
　
横
山
賢
太
郎

②
―
横
浜
の
郷
土
と
緑
―
石
川
幾
太
郎

①
郷
土
の
生
物
教
材
を
生
か
し
た
自
然
保
護
教
育

鈴
木
丈
夫
〈
浜
中
学
校
校
長
〉

横
山
賢
太
郎
〈
浜
中
学
校
教
諭
〉

は
じ
め
に

　
緑
が
比
較
的
に
多
い
と
い
わ
れ
て
い
た
横
浜
も
急
激

な
人
口
の
増
加
、
企
業
活
動
の
増
加
、
都
市
開
発
事
業

の
増
加
等
に
よ
り
周
辺
部
の
野
山
や
海
岸
の
景
観
は
二

十
年
た
ら
ず
の
間
に
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。
宅
造
、
埋

立
、
高
速
道
路
の
建
設
な
ど
都
市
開
発
に
伴
う
諸
々
の

公
害
に
よ
り
、
歯
止
め
は
な
さ
れ
つ
つ
も
自
然
環
境
は

日
に
日
に
破
壊
さ
れ
、
緑
地
は
急
速
に
減
少
し
つ
つ
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
横
浜
の
情
勢
の
中
で
、
浜
中
学
校
は
学

校
林
を
保
持
・
経
営
し
て
い
る
が
、
市
内
四
〇
〇
余
の

　
公
私
立
学
校
の
中
で
こ
の
よ
う
な
学
校
は
他
に
な
い
の

　
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
学
校
植
林
地
の
経
営
の
方
針
は
、
緑
化
運
動
の
推
進

　
と
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
、
終
始
一
貫
自
然
を
総
合

　
的
に
と
ら
え
、
自
然
と
人
間
と
が
調
和
と
統
一
の
と
れ

　
た
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
の
重
要
さ
、
す
な
わ
ち
環
境

　
保
全
の
重
要
さ
を
生
徒
た
ち
に
理
解
さ
せ
、
実
践
活
動

　
を
通
し
て
科
学
的
な
自
然
観
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
め

　
ざ
し
て
い
る
。

二

植
林
の
歴
史

　
極
度
に
疲
弊
・
荒
廃
し
た
戦
後
の
国
土
を
緑
で
再
建

さ
せ
よ
う
と
国
土
緑
化
推
進
運
動
が
叫
ば
れ
、
そ
れ
が

よ
う
や
く
定
着
し
は
し
め
た
こ
ろ
の
昭
和
二
十
六
年
秋

に
、
学
校
植
林
地
の
件
で
県
農
林
課
か
ら
助
言
と
指
導

が
あ
っ
た
。
当
時
の
浜
中
学
校
は
、
六
・
三
制
教
育
制

度
発
足
に
よ
っ
て
急
造
さ
れ
た
粗
末
な
木
造
校
舎
一
棟

　
（
旧
海
軍
施
設
の
払
い
下
げ
）
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
自
分
だ
も
の
手
で
育
て
た
樹
木
で
将
来
立
派
な
校
舎

に
建
て
替
え
た
い
と
い
う
声
と
要
望
が
生
徒
か
ら
父
母

か
ら
、
そ
し
て
教
職
員
か
ら
期
せ
ず
し
て
湧
き
お
こ
っ

た
。
こ
の
校
舎
建
設
へ
の
情
熱
と
意
気
ご
み
は
昭
和
二

十
七
年
一
月
の
職
員
会
議
に
集
約
さ
れ
た
。
ま
た
、
土
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地
所
有
者
の
鹿
島
氏
の
好
意
、
そ
の
他
関
係
方
面
の
方

々
の
多
大
な
援
助
・
協
力
に
よ
り
、
鹿
島
氏
と
浜
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
契
約
（
期
間
は
四
十
四
年
間
）
と
い
う

形
で
昭
和
二
十
七
年
三
月
一
日
に
学
校
植
林
地
が
設
置

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
学
校
植
林
地
は
、
学
校
よ
り
南
へ
約
三
㎞
、
磯
子
区

氷
取
沢
町
字
大
谷
に
あ
る
円
海
山
（
標
高
一
五
三
ｍ
）

の
南
側
斜
面
に
の
び
る
二
つ
の
尾
根
の
東
西
両
斜
面
約

五
・
二
h
a
（
五
町
一
反
八
畝
）
の
山
地
で
あ
る
（
現
在
、

周
囲
偉
水
取
沢
市
民
の
森
に
指
定
さ
れ
て
い
る
）
。

　
樹
木
の
少
な
い
山
地
に
二
十
七
年
三
月
十
六
日
、
全

校
生
徒
を
総
動
員
し
て
第
一
回
の
植
林
作
業
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
以
来
十
五
年
間
に
わ
た
り
、
毎
年
新
入
生
に

よ
る
記
念
植
樹
を
は
じ
め
と
し
て
在
校
生
徒
、
父
母
、
教

職
員
の
勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て
苗
木
の
補
植
が
行
わ
れ
、

植
樹
数
は
ヒ
ノ
木
約
二
万
本
、
ス
ギ
約
五
千
本
に
達
し

た
。
植
樹
だ
け
で
な
く
、
苗
木
の
発
育
を
促
進
す
る
た

め
の
下
草
刈
を
毎
年
六
月
頃
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ
が

現
在
の
全
校
生
徒
参
加
の
植
林
地
作
業
で
あ
る
。

　
現
在
で
は
全
山
緑
に
覆
わ
れ
、
人
工
林
な
が
ら
自
然

環
境
を
形
成
し
、
野
鳥
の
生
息
地
に
も
な
っ
て
い
る
。

樹
木
は
直
径
一
〇
～
一
五
㎝
に
成
長
し
て
い
る
。
植
林

地
作
業
は
学
校
行
事
と
し
て
本
校
教
育
課
程
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
環
境
保
全
的
行
事
と
し
て
全
校
生
徒
に
よ
る

下
草
刈
り
の
ほ
か
に
、
技
打
ち
、
間
伐
等
の
作
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。
作
業
後
は
、
学
扱
担
任
の
指
導
で
森
林

の
は
た
ら
き
を
学
習
し
た
り
、
植
林
地
内
の
生
物
の
観

察
や
ハ
イ
キ
ン
グ
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
二
十
七
年
に
学
校
植
林
地
を
設
置
し
た
学
校
は

市
立
中
学
校
三
校
、
県
立
高
校
一
校
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
と
諸
般
の
事
情
に
よ
り
植
林

地
は
次
第
に
消
滅
し
、
今
で
は
本
校
が
植
林
地
の
保
持

す
る
唯
一
の
学
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

学
校
に
と
っ
て
大
き
な
誇
り
で
も
あ
り
、
ま
た
、
有
形

無
形
の
貴
重
な
財
産
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
。
生
徒

と
教
師
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
林
の
保
全
に
当
る
と
い

う
精
神
は
、
立
派
な
伝
統
と
し
て
今
後
も
維
持
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
よ
り
発
展
す
る
も
の
と
期
待
し
て
や
ま

な
い
。

三①
―
自
然
保
護
と
環
境
保
全

　
わ
が
国
の
自
然
保
護
運
動
は
、
昭
和
二
十
四
年
～
二

十
五
年
頃
の
尾
瀬
ヶ
原
自
然
保
護
運
動
を
き
っ
か
け
に

し
て
お
こ
っ
た
。
学
校
教
育
の
面
で
は
、
二
十
六
年
高

校
生
物
に
「
生
物
資
源
を
保
護
し
た
り
、
ふ
や
し
た
り

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
い
う
項
目
が
設
定

さ
れ
、
自
然
保
護
教
育
が
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
四

十
四
年
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
理
科
）
に
「
自
然

の
保
存
や
調
整
に
よ
り
自
然
を
保
護
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
」
の
項
目
が
設
定
さ
れ
、
自
然
保
護
の
重

　
要
さ
が
強
調
さ
れ
た
。
五
十
二
年
の
中
学
校
学
習
指
導

　
要
領
（
理
科
）
に
お
い
て
も
「
自
然
の
保
存
や
調
整
に

　
よ
り
環
境
保
全
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
」
の

　
項
目
が
ひ
き
続
き
設
定
さ
れ
、
人
間
と
自
然
環
境
の
関

　
係
か
ら
環
境
保
全
の
重
要
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
五
十

　
三
年
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
理
科
Ｉ
）
で
も
「
自

　
然
界
の
平
衡
」
の
項
で
「
自
然
環
境
の
保
全
」
の
項
目

　
が
設
定
さ
れ
、
中
学
校
以
上
に
生
態
系
保
存
の
重
要
さ

　
を
認
識
さ
せ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　
　
環
境
教
育
は
、
従
来
の
よ
う
な
自
然
愛
護
と
か
珍
し

　
い
生
物
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
の
自
然
保
護
で
は
な

　
く
、
公
害
問
題
と
か
ら
め
て
人
間
が
生
存
し
て
い
く
た

　
め
に
は
ど
の
よ
う
な
環
境
を
保
全
し
て
い
か
な
け
れ
ば

　
か
ら
な
い
か
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
考
え
て
い
か
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
　
自
然
保
護
が
巷
間
の
話
題
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
よ

　
う
に
な
っ
た
要
因
は
、
自
然
破
壊
に
あ
っ
た
。
自
然
破

　
壊
は
、
現
在
公
害
と
い
う
形
で
問
題
化
し
て
い
る
。
こ

　
の
よ
う
な
観
点
で
自
然
保
護
を
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
環

　
境
保
全
と
い
う
考
え
方
に
つ
な
が
る
。
ま
さ
に
自
然
保

　
護
教
育
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

　
る
。②

―
植
林
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
植
生

　
植
林
地
周
辺
地
域
は
、
自
然
植
生
と
し
て
ヤ
ブ
コ
ウ

ジ
ー
ス
タ
ジ
イ
の
群
生
が
少
し
見
ら
れ
る
程
度
で
、
そ
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の
他
は
代
償
植
生
で
あ
る
。
シ
イ
、
タ
ブ
、
ケ
ヤ
キ
等

の
自
然
林
は
少
な
く
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
植
林
と
コ
ナ

ラ
等
の
雑
木
林
の
占
有
面
積
が
相
半
ば
し
、
そ
れ
ら
は

相
互
に
入
り
く
ん
で
分
布
し
て
い
る
。
モ
ウ
ソ
ウ
竹
林

や
ク
ロ
マ
ツ
の
植
林
は
、
特
定
の
地
域
に
分
布
し
て
い

る
。
カ
ナ
ム
グ
ラ
、
ヤ
ブ
ガ
ラ
シ
、
ク
ズ
は
袖
群
落
を

形
成
し
、
カ
ラ
ス
ウ
リ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
ク
ズ
、
ヤ

マ
ノ
イ
モ
な
ど
は
マ
ン
ト
群
落
を
形
成
し
て
い
る
。

　
学
校
林
は
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
の
植
林
が
中
心
で
幼
齢
樹

林
の
植
生
を
示
し
て
い
る
。
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
に
カ
ラ
ス

ウ
リ
そ
の
他
シ
オ
デ
、
ア
カ
ネ
、
オ
ニ
ド
コ
ロ
等
の
つ

る
植
物
を
主
体
と
し
た
比
較
的
簡
単
な
林
床
植
生
を
示

し
て
い
る
。
谷
間
の
陽
地
に
は
カ
ラ
ス
ウ
リ
、
ヤ
ブ
マ

オ
、
マ
オ
が
群
生
し
、
下
草
の
大
半
は
シ
ダ
植
物
や
イ

ラ
ク
サ
科
の
植
物
で
あ
る
。
低
木
層
に
は
ア
オ
キ
が
圧

倒
的
に
多
い
。
沢
の
流
れ
に
沿
っ
て
ド
ク
ダ
ミ
、
イ
ワ

ガ
ネ
ソ
ウ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
ソ
ウ
、
ツ
リ
フ
ネ

ソ
ウ
の
群
生
の
ほ
か
に
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
ヤ
ブ
タ
バ
コ

の
群
生
も
見
ら
れ
る
。
最
も
高
い
乾
燥
地
帯
に
は
ヌ
ス

ビ
ト
ハ
ギ
、
イ
ノ
コ
ズ
チ
、
イ
ヌ
ワ
ラ
ビ
、
イ
ノ
ギ
、

ア
イ
ア
ス
カ
イ
ノ
デ
な
ど
の
群
生
が
見
ら
れ
る
。

③
―
自
然
を
素
材
と
し
た
教
材
の
開
発

(
ア
)
自
然
か
ら
学
ぶ
態
度

　
自
然
に
親
し
み
自
然
の
真
実
の
姿
を
あ
り
の
ま
ま
見

る
生
徒
を
育
て
る
に
は
、
教
師
自
身
の
自
然
を
見
る
目

を
養
う
こ
と
が
先
決
条
件
で
あ
る
。
そ
こ
で
理
科
担
当

者
だ
分
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
教
師
に
も
参
考
に
な
れ

ば
と
い
う
意
図
で
、
過
年
本
校
理
科
研
究
記
要
第
三
集

　
「
浜
中
学
校
に
お
け
る
自
然
保
護
教
育
」
を
全
員
に
配

布
し
た
。
自
然
保
護
教
育
の
研
究
概
要
を
中
心
に
学
校

植
林
地
経
営
の
経
緯
、
植
物
の
分
類
目
録
を
載
せ
て
お

り
、
指
導
の
参
考
資
料
と
し
て
随
時
活
用
し
て
欲
し
い

と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

　
学
校
植
林
地
創
設
当
時
は
、
指
導
の
中
心
的
役
割
は

社
会
科
と
職
業
科
が
果
し
て
い
た
が
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
り
現
在
で
は
理
科
が
中
核
的
な
位
置
を
占
め
て

い
る
。

　
生
徒
に
対
し
て
は
、
新
年
度
の
生
徒
会
各
専
門
委
員

会
の
構
成
が
完
了
し
た
時
点
で
、
整
美
委
員
を
通
し
て

植
林
地
作
業
の
歴
史
や
作
業
の
具
体
的
な
方
法
、
留
意

事
項
、
森
林
の
機
能
等
を
広
報
し
自
然
を
学
ぶ
意
欲
を

喚
起
し
て
い
る
。

(
イ
)
学
校
植
林
記
録
の
教
材
化

　
系
統
的
な
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
何
か
と
不
便

を
か
こ
っ
て
い
た
が
、
放
送
委
員
の
生
徒
だ
も
の
非
常

な
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、
生
徒
の
手
で
学
校
植
林
の
歴

史
や
自
然
保
護
の
重
要
さ
、
生
徒
の
意
識
等
を
盛
り
こ

ん
だ
「
浜
中
学
校
の
植
林
」
が
録
画
さ
れ
た
。
こ
れ
を

編
集
し
教
材
用
ビ
デ
オ
・
テ
ー
プ
に
ま
と
め
、
随
時
放

送
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
の
助

言
に
よ
る
も
の
で
、
当
セ
ン
タ
ー
に
も
一
部
保
管
）
。

(
ウ
)
学
習
に
密
着
し
た
教
材
園
と
し
て
の
活
用

　
森
林
を
形
成
し
て
い
る
高
木
の
ヒ
ノ
キ
。
ス
ギ
、
低
木

の
ア
オ
キ
な
ど
の
常
緑
樹
の
他
に
、
陰
生
の
草
本
植
物

や
陽
生
の
草
本
植
物
の
生
態
観
察
、
植
生
調
査
の
実
習

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
理
科
の
単
元
「
生

物
と
環
境
」
の
学
習
に
は
、
教
材
園
（
実
習
林
）
と
し

て
の
利
用
価
値
が
極
め
て
高
い
。

　
動
物
の
分
野
で
は
、
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
、
マ
ム
シ
、

ヤ
マ
カ
ガ
シ
な
ど
の
他
に
ト
カ
ゲ
類
な
ど
の
爬
虫
類
や

少
数
の
両
生
類
も
観
察
で
き
る
。
節
足
動
物
は
、
多
足

類
、
昆
虫
類
の
鱗
翅
目
、
半
翅
目
、
直
翅
目
、
鞘
翅
目
、

ト
ン
ボ
目
が
比
較
的
多
い
。
沢
の
小
さ
な
流
れ
に
は
、

夕
于
ソ
、
サ
ワ
ガ
ユ
、
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
の
水
生

動
物
の
他
に
ア
メ
ン
ボ
な
ど
も
観
察
で
き
る
。
野
鳥
は

ウ
グ
イ
ス
、
コ
ジ
ュ
ケ
イ
、
ト
ビ
、
フ
ク
ロ
ウ
、
シ
ジ

ョ
ウ
カ
ラ
、
キ
ジ
バ
ト
、
ヒ
バ
リ
、
モ
ズ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、

ホ
ウ
ジ
ロ
、
ム
ク
ド
リ
、
ス
ズ
メ
、
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

な
ど
の
留
鳥
を
中
心
と
し
た
も
の
が
生
息
し
て
い
る
の

で
学
習
検
証
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

(
エ
）
自
然
素
材
の
開
発
と
教
材
化

　
前
述
の
よ
う
に
野
生
の
動
物
も
か
な
り
生
息
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
末
確
認
の
も
の
や
不
明
の
も
の

も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
土
壌
動
物
も
ま

た
、
相
当
量
確
認
さ
れ
種
も
非
常
に
多
い
。
そ
こ
で
、

身
近
か
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
生
物
を
素
材
と
し
て
拾

い
あ
げ
、
教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
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教
育
活
動
の
ひ
と
つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に

新
学
習
指
導
要
領
（
理
科
）
の
㈲
生
物
ど
う
し
の
つ
な

が
り
―
イ
「
生
物
界
に
お
け
る
分
解
者
」
、
ウ
「
生
物

界
の
つ
な
が
り
」
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
。
生
徒
が
生

き
生
き
と
し
た
学
習
活
動
が
で
き
る
よ
う
森
林
生
態
系

と
生
物
素
材
の
教
材
化
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
、
植
物
の
種
の
追
加
目
録
の
作
成
と
植
生

調
査
の
ま
と
め
を
し
た
い
。
ま
た
、
森
林
内
に
生
息
す

る
動
物
や
土
壊
中
に
生
息
す
る
動
物
の
目
定
と
分
類
目

録
の
作
成
、
森
林
と
そ
れ
ら
の
動
物
を
含
む
生
態
系
を

研
究
調
査
し
、
五
十
六
年
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領
完

全
実
施
に
伴
う
条
件
整
備
を
し
て
教
材
と
し
て
く
み
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
計
画
を
立
て
て
い
る
。

④
―
植
林
地
作
業
指
導
上
の
問
題
点

　
植
林
地
作
業
は
、
苗
木
を
育
て
る
た
め
の
下
草
刈
り
、

樹
本
に
巻
き
つ
く
つ
る
植
物
の
除
去
が
中
心
で
あ
っ
た

が
、
数
年
前
か
ら
は
造
林
の
過
程
に
移
行
し
、
枝
打
ち

や
間
伐
が
中
心
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
昨
年
ま
で
は
学
年

ご
と
に
分
け
て
三
日
間
実
施
し
て
き
た
が
、
今
年
は
植

林
地
作
業
と
校
内
美
化
作
業
と
を
同
時
に
実
施
し
一
日

で
終
了
し
た
。

　
事
業
の
準
備
、
事
前
指
導
、
現
地
指
導
、
事
後
指
導

と
処
理
等
に
つ
い
て
は
環
境
美
化
委
員
会
の
計
画
・
運

営
に
し
た
が
っ
て
学
年
が
責
任
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
っ

た
。
し
か
し
、
運
営
面
、
指
導
面
で
は
困
難
な
宿
題
を

か
か
え
て
い
る
。

(
ア
)
指
導
目
標
に
つ
い
て

　
創
設
時
は
苗
木
を
育
て
木
材
を
生
産
す
る
こ
と
に
主

眼
が
お
か
れ
て
い
た
が
、
歳
月
の
経
過
と
と
も
に
教
育

施
設
は
近
代
化
さ
れ
初
期
の
目
標
は
風
化
し
て
し
ま
っ

た
。
伝
統
的
行
事
と
し
て
継
続
す
る
場
合
、
そ
の
趣
旨

や
ね
ら
い
を
ど
こ
に
お
い
た
ら
よ
い
か
。
環
境
保
全
を

中
心
と
す
る
と
公
害
問
題
や
緑
化
運
動
と
か
ら
め
て
校

内
緑
化
と
関
連
し
て
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

(
イ
)
作
業
内
容
お
よ
び
作
業
量
に
つ
い
て

　
前
述
の
よ
う
に
下
草
刈
り
を
中
心
と
す
る
作
業
は
必

要
で
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
良
質
な
樹
本
に
成
長
さ
せ

る
に
は
枝
打
ち
、
間
伐
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
作
業
は
男
生
徒
向
き
で
あ
る
が
、
余
り
期

待
は
か
け
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
良
材
を
生
産
す
る
と

い
う
ね
ら
い
は
も
っ
て
い
る
が
、
生
徒
に
わ
ず
か
の
経

験
を
与
え
た
と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
る
。
学
校
教
育
の

中
で
は
、
こ
れ
だ
け
で
も
意
義
が
あ
る
と
解
釈
さ
れ
よ

う
が
一
考
を
要
す
る
。

　
作
業
内
容
と
も
関
連
す
る
も
の
が
作
業
量
で
あ
る
。

往
復
の
輸
送
に
要
す
る
時
間
も
無
視
で
き
な
い
。
作
業

時
間
は
お
の
ず
か
ら
制
約
を
う
け
、
作
業
量
か
ら
み
て

も
効
率
的
と
は
い
え
な
い
。

(
ウ
)
植
林
地
作
業
と
校
内
緑
化
に
つ
い
て

　
植
林
作
業
開
始
以
来
、
植
林
と
自
然
保
護
だ
け
に
視

点
を
あ
て
て
き
た
が
、
総
合
的
に
み
た
場
合
、
校
内
の

緑
化
と
そ
の
保
護
に
も
重
点
を
お
く
必
要
が
あ
る
。
自

然
保
護
教
育
は
、
ま
ず
、
身
近
か
な
自
然
物
を
愛
護
で

き
る
こ
と
が
基
盤
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
エ
)
運
営
費
に
つ
い
て

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
年
間
一
〇
万
円
の
補
助
を
う
け
て
鎌
、

鋸
、
梯
子
、
軍
手
な
ど
を
購
入
し
て
い
る
が
、
破
損
し

た
道
具
の
補
充
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
必
ず

し
も
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

　
植
林
地
経
営
に
必
要
な
費
用
は
、
す
べ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

補
助
金
で
ま
か
な
わ
れ
、
公
費
の
援
助
は
全
く
配
慮
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
自
前
で
緑
を
維
持
し
て
き

た
の
で
あ
る
。
「
市
民
の
森
」
の
将
来
と
も
関
連
す
る

が
、
私
費
だ
け
で
運
営
さ
れ
て
い
る
と
維
持
に
困
難
を

き
た
し
、
将
来
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ

う
か
。

四

将
来
の
展
望
と
今
後
の
問
題
点

　
浜
中
学
校
が
二
十
数
年
間
保
持
し
て
き
た
植
林
地
は

先
輩
か
ら
後
輩
へ
大
事
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
貴
重
な

財
産
と
し
て
、
ま
た
、
環
境
保
全
の
重
要
な
教
材
と
し

て
生
か
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
単
な
る
植
林
地
作
業

に
終
始
す
る
の
で
な
く
、
教
育
の
中
に
不
可
欠
な
存
在

と
し
て
の
学
校
林
で
あ
り
た
い
。

　
現
在
は
年
一
回
の
植
林
地
作
業
の
み
で
終
っ
て
い
る

が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
植
林
地
を
「
浜
中
学
校
の
森
、

56調査季報59―78.9



自
然
教
室
」
と
し
て
、
生
徒
と
教
師
と
の
共
通
の
学
習

の
場
で
あ
り
、
触
れ
合
い
の
場
で
あ
り
、
憩
い
の
場
で

あ
る
よ
う
に
し
た
い
。
学
校
行
事
と
し
て
の
作
業
は
も

と
よ
り
「
創
意
の
時
間
」
の
活
用
の
場
所
と
し
て
も
、

そ
の
価
値
が
十
分
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
森
で
あ
り
た

い
。
そ
の
利
用
法
と
し
て
は
、
自
然
観
察
、
実
習
、
野

鳥
の
保
護
観
察
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
学
級
活
動
、
キ
ャ
ン

プ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
一
部
を
整
地

し
た
り
、
若
干
の
施
設
、
設
備
も
必
要
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
作
業
も
生
徒
の
力
で
行
わ
れ
る
な
ら
ば

植
林
地
に
対
す
る
認
識
も
よ
り
い
っ
そ
う
深
め
ら
れ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
願
望
に
対
し
て

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
も
ま
た
多
い
。

(
ア
)
植
林
地
作
業
は
、
植
林
作
業
か
ら
造
林
保
全
作
業
へ

と
力
点
が
移
動
す
る
に
つ
れ
て
、
自
然
保
護
教
育
と
勤

労
の
尊
さ
、
喜
び
を
体
得
さ
せ
よ
う
と
い
う
教
育
措
置

と
の
接
点
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か
。

(
イ
)
自
然
教
室
と
し
て
活
用
す
る
場
合
、
自
然
保
護
教
育

の
具
体
的
な
実
践
活
動
と
、
ど
う
結
び
つ
け
た
ら
よ
い

か
。

(
ウ
)
植
林
地
は
少
々
遠
隔
地
に
あ
り
、
授
業
時
間
内
で
の

活
用
は
困
難
で
あ
る
。
録
画
な
ど
で
再
現
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
現
場
で
の
学
習
と
の
落
差
は
避
け
ら
れ

な
い
。
そ
れ
を
、
ど
の
よ
う
に
埋
め
て
い
っ
た
ら
よ
い

か
。

(
エ
)
自
然
教
室
と
し
て
活
用
す
る
に
は
、
植
林
地
は
十
分

な
広
さ
と
は
い
え
な
い
。
面
積
を
十
分
に
確
保
し
た

い
が
、
こ
の
場
合
「
市
民
の
森
」
の
区
域
を
侵
食
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
学
校
だ
け
で
解
決
は
は
か
れ
な

い
。

　
ま
た
、
整
理
、
施
設
の
設
置
も
所
有
者
と
の
契
約
が

問
題
と
な
る
の
で
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

(
オ
)
近
い
将
来
、
校
地
内
に
小
型
植
林
地
を
設
置
し
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
面
積
や
立
地
条
件
、
そ
の
他
の
諸

条
件
を
ど
う
克
服
し
た
ら
よ
い
か
。

(
カ
)
五
十
四
年
度
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て

本
格
的
に
調
査
活
動
を
始
め
る
が
、
メ
く
ハ
ー
の
研
究

活
動
時
間
を
確
保
す
る
た
め
障
害
を
ど
の
よ
う
に
克
服

し
た
ら
よ
い
か
。
ま
た
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
を
ど
の

よ
う
に
調
達
し
た
ら
よ
い
か
。

五

　
自
然
保
護
教
育
は
、
一
教
科
の
み
で
で
き
る
屯
の
で

な
ぐ
、
一
朝
一
タ
で
成
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、

植
林
地
作
業
を
含
め
て
道
徳
、
学
級
活
動
、
生
徒
会
活

動
、
各
教
科
な
ど
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
通
し
て
総
合
的
に

指
導
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
自
然
保
護
教
育
に
よ
っ
て
幾
ら
か
で
も
生
徒
に

豊
か
な
心
情
を
培
う
こ
と
が
で
き
、
郷
土
横
浜
の
緑
に

関
心
を
も
っ
て
く
れ
る
生
徒
が
一
人
で
も
多
く
な
り
、

将
来
、
植
物
社
会
学
的
見
地
か
ら
環
境
保
全
に
積
極
的

に
関
心
を
も
つ
よ
う
な
人
物
が
よ
り
多
く
輩
出
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
個
人
的
な
心
情
か
ら
地
域
社
会
の
活
動
へ

と
発
展
し
、
横
浜
の
緑
地
（
潜
在
自
然
植
生
）
が
十
分

保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
住
み
ご
こ
ち
の
よ
い
横

浜
、
健
康
的
な
美
し
い
横
浜
へ
と
変
容
し
て
い
く
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　
今
後
と
も
問
題
点
を
ふ
ま
え
て
、
実
践
活
動
を
通
し

て
自
然
保
護
教
育
（
環
境
教
育
）
の
推
進
を
は
か
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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